
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

淺野主眞

藤原久美子

近藤帆風　實金史恩
大澤正嗣

 聖　餐　礼　 拝 聖　餐　礼　 拝

来週の奉仕者
（１月１７日）

行司伝道師

牧唯恵伝道師
佐々木芽生
西山秀平
河島晃太　　　　
佐々木亜弥
西嵜達也
山本麻美
牧唯恵伝道師
日名陽子
富岡美千男
西山秀平
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　新型コロナウィルス感染流行禍になった折り、一番始めに
心を過ったことは「有事の際には、人を助ける側になりたい
と常々思っていたのに、何も出来ない」でした。

 これには、周りの人には知られたくない、隠しておきたい
ことがあったからです。
そんな中で
「もしあなたが信じるなら、あなたは神の栄光を見る、とわ
たしは言ったではありませんか。」ヨハネの福音書 11章 40
節の御ことばの前に、迷いは消え、恥を明るみに出さなけれ
ばならないと思わされました。
    自分自身の生活の現状を話し「回復のプログラム」を受
けさせていただくことになりました。でも、予想だにしなかっ
た展開となり、口にするべきではなかったという思い煩いや、
断ろうと抵抗したこともありました。でも、こんな私を見放
さず見捨てずに導き続けてくださり、手始めに、家計簿をつ
け、引っ越しし、自身の癖や習慣・動向がそのままお金の使
い方と生活に反映していたのだと納得せざるをえませんでし
た。

    自身を鑑みていくのは、痛く苦しく逃げ出したかったで
す。にもかかわらず、断ち切れた時の解放感・爽快さと、主
の臨在は増していくという不思議を体験しています。
見える問題が真の問題でないこと教えていただいているの
で、喜びと感謝はなくなりません。スタート地点に立ち、やっ
と１０分の７実践についてを考えられるようになった事、人
のために力を出すようにと、間に合うよう備えてくださった
事が嬉しく感謝です。全ての営みが、主の栄光のためだけに
ありますように！

　詩篇127～ 133水 130金 132
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（ ２０２１年１月３日 ）
（要約者：牧三貴子）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング 黙示録　福澤師

 今週も詩篇 (127 篇～ 133 篇 ) を読み進めていきましょう。
みなさんもお気づきかもしれませんが、昨年、礼拝・祈祷会
に限らずいろいろな場面で、よく賛美されていた「いのちの
祝福」は、詩篇 133 篇から書かれている曲です。短い詩篇で
すから、ほぼ歌詞に御言葉が反映されています。３節に書か
れている「ヘルモンの露」とはどの様なものなのでしょう。
ヘルモン山はイスラエルの北部にある、標高２８００メート
ル級の山です。地中海から湿った空気が流れ込み、それが山
肌を昇ってゆくうちに冷えてきて、夏には雨が降ったように
露となって地面に降り注ぎますし、冬には雪になる時もある
ようです。雨が降ったようになるほどのたっぷりの露。そして、
２節では、アロンの頭に注いだ油が髭に流れてその衣の襟に
まで滴るほどたっぷりの油が書かれています。ナルドの香油
の話などもありますが、この当時油は貴重なものでした。神
の家族である兄弟姉妹が、一緒に集まり、共に祈り、賛美し
ているところへ神様は働いて下さいます。この露や油の様に
たっぷりの祝福と恵みを与えて下さいます。マタイの福音書
18章 20 節「 ふたりでも三人でも、わたしの名において集ま
る所には、わたしもその中にいるからです。」コロナの渦中、
教会に集い礼拝を捧げられる恵みを感謝します。そして共に
祈り、神様からたっぷりと受けた祝福を流していきましょう。

牧　一穂　牧師
河島稜

日名洋
西嵜孝之
池田優香　

    １日　小根久保ゆう太
    ３日　近藤昭恵
　４日　森脇遼太
　５日　牧結果子
　５日　西嵜一喜
　　　　

　    ６日　浜田真智子　
　     　   　古谷裕美
     　　   　日名薫
　    ７日　丸谷利清
         9 日　金森郁子
　
　

１０日　小林博子
１２日　三村路子
１５日　小柳豊年
１６日　田中順子
１７日　山本真理

１７日　秋山恭子
２０日　眞砂仰
２１日　淺野主眞
２３日　平澤瞳
２４日　朽木佑太　
　　　　

２５日　鈴木たかよ
２６日　藤原ふきこ
２８日　藤原久美子
３０日　岩本嘉津代　
　　　　　

1 月の誕生者
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聖餐礼拝

スモールファミリー 

「後の雨の時に、主に雨を求めよ。主はいなびかりを造り、
大雨を人々に与え、野の草をすべての人に下さる。」（ゼカ
リヤ１０：１）
「後の雨」とは他の訳では「春の雨」とも訳されています。
イスラエルにとってこの雨は収穫の前に降る大切な雨で
す。しかしその後イスラエルでは乾季がやってきます。そ
の間は食べる物がなく、非常に苦しい生活を送ることにな
ります。その後、夏の干ばつで固くなった土地を柔らかく
するために、「先の雨」が降ります。それぞれの土地で、
神様が与えて下さる自然の営みがあります。私たちはそれ
を当たり前のように感じてしまいますが、イスラエルの人
達はそれを感謝し、後の雨をいつも待ち望んでいたのです。
全てを造られた神様は、種をまき収穫までには待つという
行程のあるものを私たちの糧として与えられました。。私
たちにわざわざ糧を得るために忍耐をもって待つことを与
えられたのは、なぜなのでしょうか。種を蒔きそれを育て
る雨を待ち、さらに耐えて収穫を得る。待つことは我慢で
はなく、その先に必ずそうなることを信じて耐え忍んで待
つのでそれは忍耐です。じっと待って実りをもたらす雨を
願い耐え忍んだ先には喜びがあります。信じて待つことは
神様との交わりなのです。

スタンフォード大学である実験が行われました。先生が 4
歳の子供たちに、１個のマシュマロを置いて言いました。
「先生が戻ってくるまで 15 分間ちゃんと待てたら 2 個あ
げるから待っててね」と。大好きなマシュマロを前に、そ
れぞれの行動パターンがありました。マシュマロの前で
じっと待つ子、遊んで紛らわし待つ子、泣き出す子、怒り
出す子、我慢できずに食べてしまう子。この耐性テストで
はその後の性格形成について大きな影響が見られました。
15 年たったのちにその子たちを見てみると、我慢ができ
なかった子らは社会で問題行動を起こす傾向にあり、我慢
のできた子らは社会で中心的な存在で総合判断ができるよ
うになり、リーダーへと成長していったのです。我慢して
いるときに品性を学べるかどうかがはっきりと示されまし
た。生きることは我慢、我慢は忍耐です。練られた忍耐は
品性を生み、その品性はやがて栄光の実をつけるのです。
「そればかりでなく、艱難さえも喜んでいます。それは、
患難が忍耐を生み出し、忍耐が練られた品性を生み出し、
練られた品性が希望を生み出すと知っているからです。」
ローマ５：３－４

神様は光を昼と名付け、やみを夜と名付けられました。私
たちは悪いことが起こったりつらいことがあると、他の誰
かと比べ、自分の人生は真っ暗だ…私は暗闇の中にいる…
そんな風に闇を表現してしまうことがありますが果たして
闇は悪なのでしょうか。神様が作られすべてを良しとされ
た聖書が語る闇はそのような存在ではありません。これま
で生きてきた中で良かったと思ってきたことは、あなたに
とって本当に良かったのでしょうか？それを私たちが知る
ために神様は闇を造られました。進むべき道は闇の中にあ
ります。光で見えるときは周りに気を取られ神様に集中す
ることはできません。目の前が何も見えない暗闇の中にあ
る時こそ静まって神様と 1 対 1 になりましょう。そして、
心から神様と交わり本当に良いことを知りたいと神様の声
に集中するのです。本当の神様の声を聴き分けましょう。
闇と思える時こそ、神様と交わる貴い時なのです。

神様は私たちに夜を与えられました。1日のうち 3分の 1
は闇が与えられています。そんな時、神様は私たちが神
様と交わることを求めておられます。1 日を終えたあと、
夜に静まって神様と交わることが大切です。
だからこそ、御言葉の蓄えが必要です。神様の声と自分
の声を聞き分けなければならないからです。
「私は助言を下さった主をほめたたえる。まことに、夜に
なると、私の心が私に教える。私はいつも、私の前に主
を置いた。主が私の右におられるので、私はゆるぐこと
がない。それゆえ、私の心は喜び、私のたましいは楽し
んでいる。私の身もまた安らかに住まおう。まことに、
あなたは、私のたましいをよみに捨ておかず、あなたの
聖徒に墓の穴をお見せにはなりません。あなたは私に、
いのちの道を知らせてくださいます。あなたの御前には
喜びが満ち、あなたの右には、楽しみがとこしえにあり
ます。」（詩編１６：７－１１）
「義人の道は平です。あなたは義人の道筋をならして平ら
にされます。主よ。まことにあなたのさばきの道で、私
たちはあなたを待ち望み、私たちのたましいは、あなた
の御名、あなたの呼び名を慕います。私のたましいは、
夜あなたを慕います。まことに、私の内なる霊はあなた
を切に求めます。あなたのさばきが地に行われるとき、
世界の住民は木を学んだからです。」（イザヤ２６：７－９）

闇を恐れると道を踏み外してしまいます。
「さあ、向こう岸へ渡ろう」とイエス様が言われ、彼らは
ガリラヤ湖を渡ろうとしました。その時、大嵐が起き、
船は沈没してしまいそうになり、弟子たちはパニックに
なってしまいました。しかしイエス様は一人眠っておら
れました。イエス様は向こう岸で神様の働きがあると信
じていました。目的を見失わず、大観を見ていれば、私
たちは恐れることがないのです。

後の雨は必ず降ります。天地万物を造られた神様がその
ように定めているからです。しかし、雨が降る時には稲
妻が起こります。雲で覆われて光は遮られ暗闇が訪れま
す。雨を望むとき稲妻があってから、その恵みは降り注
がれます。正しいものを選べるように恐れず信頼してい
きましょう。

目の前が真っ暗だと思い悩む時こそ神様に聞きましょう。
そんな闇の中でしか聞こえない神様の御言葉を学び、光
の訪れを待ち望みましょう。闇は光に打ち勝つことはで
きません。明けない夜はありません。朝は必ず来ます。

希望を見出していきましょう。暗闇を感謝してあきらめ
ないで求めましょう。私たちが求め続けていくことで神
様の奇跡はその完全な計画の中で進んでいきます。

闇とは学ぶことです。試練は恵です。種を蒔く痛みを通
して私たちに実を得て生きることを与えました。ですか
ら恐れずに忍耐をもって闇を喜びます。神様の想いがな
りますようにあきらめずに歩みましょう。闇の中にあっ
て向こう岸へ渡ることを神様に委ねます。
牧三貴子

「春の雨を求めよ　闇と光」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ゼカリヤ１０：１

　　　

闇は恐れるものではない

実りの雨を待つ

雨には雲が必要である

恵は求める者に

闇ははじめにあった　創世記１：１～５

我慢ではなく忍耐、練られた忍耐は品性を生む

闇は学びの時

暗闇から光に！

セル祈祷会

三村路子

藤原ふきこ

眞砂仰

下見嶺奈　牧李香

鈴木たかよ

田中順子

平澤瞳

岩本嘉津代

佐々木芽生


